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Ⅷナウマンゾウ”の産地。文献目録

橋啓一升
毎 －

局

〔‘ナウマンゾウ”の標本目録は，近年ではHas-

egawa(1972)の中にまとめられている。しかし，

その後各地から《値ナウマンゾウ，'の新しい産地が

報告されており， 目録の追加の必要性がでてきた。

今回著者は,嘘ナウマンゾウ”についての文献を

集める機会があったので， ここにいままでの産地

と文献を，不十分ながらまとめた。産地名は，な

るべく新しい地名を使用するようにしたが，不明

のところは原記載どうりとした。ここにまとめた

もの以外にも標本が多数あると思われるので， こ

の機会に御教示いただければ幸いである。

なお， この目録を作るにあたっては，京都大学

理学部の亀井節夫教授をはじめとする古生物グル

ープの方々，秋田大学鉱山学部の高安泰助教授，

群馬県立前橋第二高等学校の宮崎重雄の諸氏から

は，文献や標本についての御教示を得た。また，

国立科学博物館の小野慶一氏，茨城県立藤代高等

学校の中村一夫氏，岐阜県立郡上高等学校の梶浦

敬一氏，広島県教育委員会事務局管理部文化課，

長岡市立科学博物館の方々には，貴重な文献を送

っていただいた｡以上の方々に心からお礼申し上げる。
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